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厚⽣労働⾏政推進調査事業費 
（地球規模保健課題解決のための⾏政施策に関する研究事業） 

分担研究報告書 
 

国際ガバナンス会議での効果的・戦略的介⼊を⾏うための⼈材育成プログラムの開発 
 

研究分担者  磯 博康  国⽴国際医療研究センター 
   グローバルヘルス政策研究センター センター⻑ 

細澤 ⿇⾥⼦  国⽴国際医療研究センター 
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        齋藤 英⼦  国⽴国際医療研究センター 
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若林 真美  九州⼤学  
アジア・オセアニア研究教育機構 准教授  

坂元 晴⾹ 聖路加国際⼤学⼤学院 
   公衆衛⽣学研究科   客員准教授 

  勝間 靖  国⽴国際医療研究センター 
   グローバルヘルス政策研究センター 研究科⻑ 

梅⽥ 珠実 国⽴国際医療研究センター 
   グローバルヘルス政策研究センター 客員研究員 

中⾕ ⽐呂樹 国⽴国際医療研究センター 
   グローバルヘルス⼈材戦略センター センター⻑ 
 鈴⽊ ⼤地 国⽴国際医療研究センター 
   グローバルヘルス政策研究センター 特任研究員 

 
研究要旨 
グローバルヘルスの課題が多様化および複雑化している中、我が国が国際的な議論に戦略的に介

⼊し、⽇本の⽴場を効果的に主張するにはこれらを可能とする⼈材の育成が急務である。本研究
では、国際保健が直⾯する新たなテーマを取り⼊れた教材を開発するとともに、世界保健総会等
において、様々な⽴場を代表するステークホルダーの意⾒を議⻑として集約し、合意形成をリー
ドしていくためのプログラムを開発することを⽬的とした。 
 令和6年度は、ハイブリッド形式でのグローバルヘルス外交ワークショップを開催した。世界保
健総会での国際保健規則の改正を受けて、演習には、会議⽂書の読解、対処⽅針の検討、加盟国と
の交渉と会議での発⾔及び、修⽂の演習を実施し、専⾨家からのフィードバックを得た。参加者
は、国際会議の経験を有する、あるいは参加予定であるが国際会議の経験が少ない、⾏政（厚⽣労
働省、外務省）、国際協⼒機構、製薬会社などから官⺠の中堅・若⼿実務者20名が集まった。ワー
クショップ終了後のアンケートからは、本ワークショップが参加者の国際保健外交のスキル向上
に有⽤であったことが⽰された。 
 幹部⼈材育成プログラムの開発では、世界保健総会での議論の観察ならびに、世界保健総会の
議⻑・事務局経験者への聞き取りを⾏い、国際ガバナンス会議における議⻑として活躍するため
に重要な事項として１）議⻑の役割の理解および事務局との連携、２）ガバナンスの仕組みに関す
る理解、３）会議の⼿続き規則の理解、４）国際情勢を踏まえたリスク管理が必要であること、ま
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た、議⻑のサポート体制を戦略的に構築する重要性が明らかとなった。また、アジア、アフリカ、
欧⽶諸国の約30の教育機関が参加する国際保健外交ネットワークに参画し、今後の国際保健外交
⼈材育成の在り⽅についての議論に参加した。

 
Ａ．研究⽬的 
 グローバルヘルスの課題が多様化および
複雑化している中、我が国が国際的な議論
に戦略的に介⼊し、⽇本の⽴場を効果的に
主張し合意形成を⾏うためには、そのよう
なことを可能とする⼈材の育成が急務であ
る。本研究では、国際秩序や多国間主義の危
機、地政学的パワーシフトなどが国際保健
外交にも影響を与えている中、国際保健分
野の会議、とりわけ世界保健総会・執⾏理事
会等のガバナンス会議において、世界が直
⾯する新たな課題を理解し、効果的かつ戦
略的な関与ができる⼈材を育成するための
研修プログラムの開発を⽬的としている。 

本研究は、２つのコンポーネントを軸と
して進めている。１つ⽬は、模擬国際会議等
を通じた効果的・戦略的介⼊のための⼈材
育成研修であり、２つ⽬は国際ガバナンス
会議において合意形成をリードする議⻑候
補者等の⼈材育成に向けたプログラム開発
である。 
 
Ｂ．研究⽅法 
 
1. 模擬国際会議等を通じた効果的・戦略

的介⼊のための⼈材育成研修 
 
令和６年度は、世界保健総会をはじめと

するグローバルヘルスにおける主要国際会
議にて、国際保健分野の課題における議論
に戦略的に介⼊し、⽇本の⽴場を効果的に
主張できる⼈材を育成するため、グローバ
ルヘルス外交に特化したワークショップを
開催した。 
 対象は⾏政（厚⽣労働省、外務省）、国際
協⼒機構、製薬会社などから、国際会議の経
験を有する、あるいは参加予定であるが、国
際会議の経験に乏しい官⺠の中堅・若⼿実
務者を対象とする。また関連領域の⼤学院
⽣、⼤学⽣および⼤学教員を含む 20名程度 
のオブザーバーも対象とした。 
 ワークショップは以下 7 点を⽬標に、世 

 
界保健機関、タイ政府、⽇本政府および研究
班分担研究者から講師を招いて、パブリッ
ク・スピーキング、交渉、効果的な介⼊、修
⽂の⽅法、交渉が困難な保健課題のケース
スタディなど国際保健外交に関する講義と
演習のプログラムを構成した。 
（１） 国際機関（国連・国連の専⾨機関・

パートナーシップ）におけるガバナ
ンスの意味を理解する。 

（２） 国際会議前の国内調整と会議準備
プロセスを理解する。 

（３） 国際会議の標準的なルールを理解
する。 

（４） 国際会議で有効な発⾔をすること
ができる。 

（５） 国際会議の意思決定に⾃らの主張
を反映させる⼿法を習得する。 

（６） 国際益と国益を調和させる姿勢を
涵養する。 

（７） 国際会議の暗黙知を共有する。 
ワークショップでは、参加者を対象とし

た終了時評価アンケート調査を実施し、研
修カリキュラムの評価に関するフィードバ
ックを得た。アンケートはすべて任意の匿
名回答とし、得られた結果を踏まえ、教材・
研修プログラムのさらなる改善を図った。 
 
2. 国際ガバナンス会議において合意形成

をリードする議⻑候補者等の⼈材開発 
 
世界保健総会に分担研究者の細澤、坂元

が参加した。今回の総会において⽇本から
B 委員会議⻑が選出されたことを踏まえ、
B 委員会での議論を中⼼に議⻑団が交渉を
リードする場⾯を詳細に観察した。特に複
雑な議題（例：IHR 改訂、パンデミック条
約、政治的な論点を含む議題）における合意
形成プロセスや議⻑の采配、各国代表との
調整⽅法について記録を⾏った。また、交渉
の進⾏上求められるスキル（議題の背景理
解、対⽴構造の把握、柔軟な進⾏管理、法的
知識の活⽤、時間配分の巧妙さなど）を整理
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した。また、世界保健総会等において、様々
な⽴場を代表するステークホルダーの意⾒
を議⻑として集約し、合意形成をリードし
ていくための⼈材育成プログラム開発に向
けて、過去の議⻑および事務局経験者への
聞き取りを実施した。 

 
3. 今後の国際保健外交⼈材育成の在り⽅

に関する検討 
 

国際保健外交に深く関わっている各国の
教育研究機関をメンバーとする Global 
Health Diplomacy Institutional Network（ス
ウェーデン国カロリンスカ⼤学等が主催、
約 30 機関により構成）に参画し、国際保健
外交に関する研究、啓発活動、教育研修プロ
グラム等について、オンラインによる情報
交換を実施した。このうち教育研修プログ
ラムについて、2025 年 2⽉ 6 ⽇〜7⽇に初
めて対⾯による working session （於：
Geneva Graduate Institute の参加者：ヨー
ロッパ、アメリカ、アジア、アフリカの 13
の機関から 20名） が開催されたことから、
これに参加し、各国のプログラムに共通す
る⼈材育成の⽬的、⼿法、効果的な教材や評
価について検討を⾏った。また、Global 
Health Diplomacy Institution Networkの主
催者である、スウェーデン国⽴カロリンス
カ⼤学、アンダース元スウェーデングロー
バルヘルス⼤使を招聘し、国際保健外交⼈
材育成や研究班のプログラムについて意⾒
交換会およびセミナーを開催した。 
 
（倫理⾯への配慮） 
 本研究における評価は、すべて匿名回答
を⽤いるため、個⼈の同定は不可能であり、
倫理審査の対象外である。 
 
Ｃ．研究結果 
 
1. 模擬国際会議等を通じた効果的・戦略的

介⼊のための⼈材育成研修 
 

 令和６年 11⽉ 30 ⽇〜12⽉ 1 ⽇の２⽇間
にわたり、講義と演習を交えたワークショ
ップを開催した。今年度の講義も、昨年度ま
でと同様にこれまでも⾏ってきたグローバ
ルヘルス外交の概論や実践に関する講義に
加えて、午後に⾏われた演習のテーマに関
連した講義を⾏い、講義と演習が有機的に
つながるよう⼯夫をした。令和 6 年度は世
界保健総会での国際保健規則の改正を受け
て、合意⽂書作成から修⽂に⾄る経緯や交
渉経験について、国際機関での経験を有す
る講師や政府担当者から直に学ぶ講義も組
み込んだ。また、講義、演習ともにオンライ
ン配信をし、オブザーバーや海外の講師陣
も参加できるようにした（プログラム詳細
は表１「Global Health Diplomacy Workshop 
(2024): Course Schedule Overview」を参照）。
参加者は若⼿を中⼼とした 20名、オブザー
バーは 14 名であった（アンケート回答者の
みの構成を図２で⽰す）。 

対⾯式演習では、世界保健総会（WHA）
や主要関連会合における決議作成プロセス
に関する概要説明の後、実践的なスキル習
得のために、本ロールプレイ演習のために
⽤意したWHO 執⾏理事会における架空の
議題をテーマに模擬WHO 執⾏理事会⽅式
で介⼊の演習を実施した。参加者は、数名ず
つ のチー ム に 分 か れ各国 の 代 表団
(Nipponia, Hollanien, Capeland, Federation 
of Columbia の 4か国）として演習を⾏い、
国際会議において経験豊富な講師陣が対⾯
で効果的な介⼊⽅法について指導した。ま
た、国際経験豊富なファシリテーター４名
が、各国の演習において随時きめ細やかな
アドバイスを提供した。ファシリテーター
のうち 1 名は、今年度の世界保健総会（令
和 6年 5 ⽉ 27⽇〜6⽉ 1 ⽇)に参加し、対
処⽅針作成や技術委員会での介⼊を⾏った
経験を⽣かし、ワークショップでの教育指
導スキル向上を図った。 
 ワークショップ終了時評価アンケート調
査（表３〜４）では、昨年に引き続き、⼤半
の参加者から「難しかった」、「普通」と回答
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が得られた。各セッションにおいて、初⽇と
⽐べて⼆⽇⽬では「難しい」と回答したもの
が減り課題理解が進んだことが確認された。 
また、参加度（表４）についても、多くの参
加者が「積極的に参加」「ある程度参加」と
回答しており、少⼈数対⾯制でのロールプ
レイ演習の有⽤性が確認された。本ワーク
ショップから得られた、国際会議で効果的
に介⼊するために必要なことに関する気づ
きについては、「⼊念な準備」「⾃国の主張だ
けでなく他国との妥協点を⾒つけることの
重要性」が多く⾒られた（表５）。 
 ワークショップ全体に関するコメント
（表 6）からは、限られた時間の中でも有意
義な学びが多くあったとのコメントも挙げ
られ、本ワークショップが参加者のグロー
バルヘルス外交交渉におけるスキル向上に
有⽤であったことが⽰唆された。 
 さらに、本ワークショップで開発したコン
テンツは国内のアカデミアにおいて発展的
活⽤が進んでおり、令和５年度に引き続き、
令和 6 年度も⻑崎⼤学プラネタリーヘルス
学環博⼠課程学⽣を対象としたグローバル
ヘルス外交コースにおいて、講義と事例教
材を交えた模擬ＷＨＯ執⾏理事会形式で計
４⽇間の授業を⾏った。また令和 7 年度に
は、九州⼤学において学部⽣向けの講義と
演習形式の授業でも活⽤する予定である。 
 ストックホルムスクールオブエコノミク
ス、ジュネーブ国際開発研究所等を中⼼と
して始まったグローバルヘルス外交プログ
ラムネットワークの主宰者である、アンダ
ース元スウェーデングローバルヘルス⼤使
を招聘し、国際保健外交⼈材の育成プログ
ラムについて意⾒交換を⾏った。今後も各
国の研修プログラムの担当者と相互協⼒を
⾏うことを視野に討議を重ねている。 
 
2. 国際ガバナンス会議において合意形成

をリードする議⻑候補者等の⼈材開発 
 
世界保健総会 B委員会を中⼼とした議論

に参加した結果、議⻑団が効果的な会議進

⾏を⾏うためには、関連議題に関してその
技術的な内容・過去に技術的に争点となっ
た話題（知的財産やジェンダー等）、さらに
それらが決議⽂等でどのような合意形成に
⾄ったといった経緯を把握すること等、事
前に各議題に精通し、主要対⽴点や背景を
事前に把握する能⼒が不可⽋であることが
明らかとなった。加えて、台湾、パレスチナ、
イスラエル、ロシアなど政治的な議題にお
いては、議⻑は中⽴かつ前向きな姿勢で各
国の意⾒をまとめ、柔軟なタイムマネジメ
ントや適切な法的アドバイスを取り⼊れる
ことが求められることも明らかとなった。 

議⻑⾃⾝が必ずしも法的側⾯について⼗
分に把握している必要性はないが、必要時
に法務部⾨と連携できる体制は重要である。
また、事務局のサポート体制の重要性も再
確認され、とりわけ議論が硬直した場合に
は、柔和な雰囲気作りや休憩の活⽤、さらに
は⾮公式会合（drafting group）との連携が
効果的であることが理解できた。総じて、参
加者間の信頼関係構築や、各国の⽴場や⽂
化的背景を踏まえた対応が、合意形成を促
進する上で鍵となることが改めて実感され
た。 

実際の世界保健総会への参加だけでなく、
今年度は世界保健総会における議⻑経験者
らへの聞き取りを⾏った。以下に結果の要
約を提⽰する。 
１）議⻑の在り⽅・役割 
• 国際会議の議⻑においては、議事進

⾏を中⽴公平に、淡々と進めること
が重要である。さらに中⽴公平であ
ることが参加者に⾒えるように、⾔
語化することが⼤事である。 

• WHO事務局にも彼らの考え⽅やで
きること、できないことがある。加
盟国の⽴場をとる議⻑から適切な牽
制が必要なこともある。この際にガ
バナンスの仕組みや考え⽅を理解し
ておく必要がある。 
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• 採決となった際には、集票など数字
は間違わないように気を配ることが
求められる。 

２）事務局とのコミュニケーション 
• 事務局とのコミュニケーションをと

り、不明点等につき確認や質問をす
る。⽇頃からの関係構築も重要であ
る。 

３）会議則の理解 
• 基本的な会義則は議⻑のみならず、サ
ポートする側も含めて予め知ってお
く。 

• 会議の技術的な会議則ばかりではな
く、ガバナンスにおける世界保健総
会、執⾏理事会、地域委員会の位置付
けに関する理解も必要である。 

４）リスク管理  
• 扱う議題に関連する関係国の利害につ

いて検討し、対応を想定しておく必要
がある。 

５）議⻑のサポート体制 
• 議⻑のサポート要員は極めて重要な役
割で、戦略的に体制を構築する必要が
ある。 

• サポート要員も上述の会議則やガバナ
ンスの在り⽅を熟知した上で事務局と
関係構築を⾏っていく必要がある。 

• 議⻑の役割について、⽀援する側も議
⻑の役割に対するイメージを持つこと
が必要である。 

 
3. 今後の国際保健外交⼈材育成の在り⽅

に関する検討 
 

国際保健外交の教育研修プログラムを通
じて育成すべき主な能⼒（Key Competency）
として、 
1) 政治的な分析と外交を⾏う能⼒ 
2) 戦略的な意思決定能⼒とリーダーシッ

プ 
3) ⽂化横断的なコミュニケーション能⼒ 
4) 協⼒関係の形成や主唱する能⼒ 
5) 国際保健の知識及び理解⼒ 

の 5 項⽬を抽出した。 
また、対象となる⼈材のレベルを、①初
級、②中級、③習熟者、④専⾨家の 4 段階
に分け、それぞれの到達⽬標を明らかにし
た。 

教育研修の⼿法については、各国のプロ
グラムにおいて、講義、ロールプレイ、模擬
交渉、ケーススタディー、グループワークの
いずれも効果的に活⽤されていることを確
認した。教育研修の対象を、 
① 卒前教育 
② 卒後教育 
③ 実務者研修 
④ 短期コース 
に分類し、標準とすべき内容を検討した。 

本 研 究班が毎年実 施 し て い る Global 
Health Diplomacy Workshopが該当する③
実務者研修では、国際保健関連業務従事者
を対象とし、その内容については基本知識
や概念よりも、実践的なスキル獲得や、直近
の外交事例に関する経験を外交官から学ぶ
ことに焦点を当てることが適切とした。 

プログラムの評価⽅法としては、参加者
アンケートによる⾃⼰評価を⾏っているケ
ースが多かった。プログラム受講前後で国
際保健外交へのモチベーションや態度がど
のように変化したかを問う設問や、プログ
ラム終了後⼀定期間後にフォローアップ調
査を実施し、学んだ内容をどのように活か
したかを問う設問など対象集団の特性に応
じた評価尺度が重要とした。 
令和 7 年度においては、本研究班での
Global Health Diplomacy Workshopのこれ
までの参加者に対して、中期的なフォロー
アップ調査を実施する予定である。 
 11⽉ 26 ⽇には、Global Health Diplomacy 
Network の主催者であるアンダース元スウ
ェーデングローバルヘルス⼤使を招聘した
セミナー「グローバルヘルスディプロマシ
ーの変遷」では、国際保健外交の歴史的出来
事を振り返りながらリーダーシップの取り
⽅や Political Science の重要性について講
演を頂いた。省庁、アカデミア、⺠間の若⼿



 

 21 

を中⼼に 25 名の参加者が参加し、国際保健
外交におけるキャリア形成や能⼒開発につ
いて意⾒交換を⾏った。 
 
Ｄ．考察 
 令和６年度も昨年度と同様に、対⾯講義・
演習を原則としながらも、遠⽅の講師やオ
ブザーバーも参加できるというオンライン
のメリットも活かしたハイブリッド形式に
よるワークショップ実施した。本ワークシ
ョップのような対⾯でのロールプレイ演習
は、ミッドキャリアの対象者にとって国際
会議での暗黙知や進⾏を理解する上で有⽤
なものであるため、今後も継続して実施し
ていく予定である。また、今回得られた知⾒
は、国際ガバナンス会議において合意形成
をリードする幹部⼈材育成としての議⻑候
補者育成プログラムの基盤として極めて有
⽤である。具体的には、研修プログラムにお
いて、事前のシナリオベースの演習や模擬
交渉、各議題に関する背景知識の習得、そし
て法的知識や時間管理スキルの向上を重点
的に取り⼊れることが推奨される。特に、例
えば時間管理であれば⼀般的な時間管理ス
キルに加えて、紛糾しそうな議題に関して
は早めに⾮公式会合（drafting groupを設置
する）等の、WHOに特化した対処法等も必
要になる。こうした経験を蓄積しそれを踏
まえた研修プログラムを構築することで、
将来的に国際ガバナンス会議における効果
的な介⼊と合意形成の推進に寄与できる⼈
材の育成につながると考えられる。 
さらに世界保健総会の議⻑経験者への聞

き取りから、国際ガバナンス会議における
議⻑の養成にあたっては議⻑候補だけでな
く議⻑をサポートする要員も含めて養成を
していく必要があることが明らかとなった。
議⻑養成にあたり求められる内容としては、
１）国際ガバナンス会議における議⻑の役
割や事務局との連携、ガバナンスの仕組み
に関する理解、２）会議の⼿続き規則の理
解、３）国際情勢を踏まえたリスク管理、が
挙げられる。また、議題やその背景理解も必

要である。これらの結果を踏まえて本研究
班の議⻑養成プログラムでは、国際ガバナ
ンス会議のガバナンスの仕組みや会議の⼿
続き規則、リスク管理の重要性について教
材化を進めている。さらに、実際の国際ガバ
ナンス会議の運営事例を分析することで、
国際ガバナンス会議における議⻑の役割な
ど、これまで暗黙知・経験知であったことを
⾔語化し、体系的に取得してゆけるプログ
ラムの開発を⽬指していく。 
 新型コロナウイルス感染症パンデミック
の経験から国際保健協⼒の必要性が明らか
になった⼀⽅で、地政学的対⽴や⾃国第⼀
主義などの影響により国際保健外交におい
ても合意形成が以前より困難となっている。
Global Health Diplomacy Institutional 
Network に参加している各教育研修プロ
グラム実施機関においては、国際保健外交
の重要性がより⼀層増していること、国際
保健の課題や変化に対応できる⼈材育成が
不可⽋という共通認識があり、活発な意⾒
交換が⾏われた。本研究班が毎年実施して
いる Global Health Diplomacy Workshopに
ついて紹介したところ、プログラム構成や
教材について⾼い評価を得ることができた。
当該 Workshop は 、WHO 総 会 など
Governing Body Meetingへの参加が⾒込ま
れる若⼿・中堅実務者を対象として、短期間
に会議での発⾔や交渉技術等を⾝につけさ
せることを⽬指していることから、具体的
な知識やスキル重視型の教材を開発してき
たが、今般、他国の教育研究機関と議論をし
て得た Key Competency の概念にも結び付
けて、さらなる内容の充実を図ることが適
切と考える。また、今後 Global Health 
Diplomacy Institutional Network において
共通の教材作成やプログラム開催時の相互
協⼒も検討されていることから、resource 
persons の招聘や派遣により、上記ネットワ
ークの活⽤やネットワークへの⽇本の貢献
など国際的な連携・協働を⽬指す。 
  
Ｅ．研究発表 
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１.  論⽂発表該当なし 
 
２．学会発表 
該当なし 
 
Ｆ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 
 該当なし 
 
 2. 実⽤新案登録 
 該当なし 
 3.その他 
 該当なし 
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表１. Global Health Diplomacy Workshop (2024): Course Schedule Overview  
Day 1 Saturday, 30 November 2024 

Time  Session Tittle    Speakers  

8:50-9:00  Sign-in on zoom online  

9:00-9:30 Self-introduction and course 
objectives      Prof. Hiroyasu Iso (NCGM)  

9:30-10:15 

*World Health Organization and 
its role in global health 
governance (lecture)  Prof. Hiroki Nakatani (NCGM)  

*Q&A in Japanese 
10:15-10:30 Break  

10:30-10:50 
*Preparing for an 
intergovernmental meeting 

Dr. Saki Nakamura (Children 
and Families Agency, the 
Government of Japan) *Q&A in Japanese   

10:50-11:10 
*Intervention: dos and donʼts Dr. Haruka Sakamoto (St. 

Luke's International 
University)  *Q&A in Japanese 

11:10-11:50 
*One Health: A holistic approach 
to health and well-being Prof Kensuke Nakajima 

(Nagasaki University) 
*Q&A in Japanese 

11:50-12:50 Lunch  

12:50-13:00 Briefing on role-play sessions Dr. Tamami Umeda (NCGM)  
13:00-14:00 Team deliberation (60 min) Group facilitators 

14:00-14:30 *Mock-up Session (Plenary #1) 
(30 min) Chair: Prof. Hiroki Nakatani  

14:30-15:00 Bilateral meetings (30 min) Group facilitators 

15:00-15:15 Break  

15:15-17:00 *Mock-up Session (Working 
Group #1) (90 min)  Chair Country 

17:00-17:15 Feedback Resource persons 

17:15-18:00 Networking  

18:00-18:15 1 ⽇⽬振り返り 講師・ファシリテーター 
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Day 2 Sunday, 1 December 2024  
Time  Session Tittle    Speakers  
9:30-9:40 Recap of Day 1  Dr. Eiko Saito 

9:40-10:20 

*Real-life negotiations: 
Case studies of difficult 
negotiations 

Dr. Satoshi Ezoe 
(Deputy Assistant, Minister for 
Global Health, MHLW) *Q&A in 

Japanese/English 

10:20-10:30 Break  
 

10:30-11:45 *Overview of Global 
Health Diplomacy 

Prof. Suwit Wibulpolprasert 
(International Health Policy 
Program, Bangkok) 15min 

10:45-11:25 *Principles of 
Negotiations 

Mr. Charlie Garnjana-Goonchorn 
(Ministry of Foreign Affairs of 
Thailand) 40min  

11:25-11:30 *Q&A in English 5min 

11:30-11:40 Break  
 

11:40-12:20 
*Hands-on Session on 
Amending Texts Prof. Kazuaki Miyagishima 

(Nagasaki University) 
*Q&A in Japanese 

12:20-14:50 
Working lunch 
Team deliberation 
Bilateral meetings 

Group facilitators 

14:50-15:00 Break  
 

15:00-15:45 
*Mock-up Session 
(Working Group #2) (45 
min) 

Chair Country: TBD 

Feedback from resource persons 

15:45-16:00 Team deliberation 
 

16:00-16:45 
*Mock-up 
Session (Plenary #2)  (45 
min) 

Chair: Prof. Hiroki Nakatani 
(NCGM) 
Feedback from resource persons 

16:45-16:50 *Wrap-up Wrap-up (Dr. Umeda) 

16:50-16:55 *Feedback Survey Feedback Survey (Dr. Hosozawa) 

16:55-17:00 *Closing Remarks Closing (Prof. Iso) 
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表２．参加者/オブザーバー属性（回答アンケート） 
    Number Percent 

Age range 

20-29 5 25 
30-39 7 35 
40-49 6 30 
50-59 1 5 
60 and over 1 5 

Sex Male 3 15 
Female 17 85 

Experience in Global 
Health Diplomacy 

With experience 8 40 
No experience 12 60 

表３．各セッション難易度（演習参加者のみ回答） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表４．各セッション参加度（演習参加者のみ回答） 
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表５．国際会議で効果的な介⼊をするために必要なこととは何か、本ワークショップから
得られた気づきについて（⾃由回答） 

コメント（⾃由回答） 
適切なワーディングについて、体系的に知ることができた。議場での発⾔だけではなく、介
⼊⽅法に様々な種類があることわかった。 
事前に多くの⼈と意⾒交換を⾏い、共通利益をみつけることの有⽤性とその難しさを再確認
しました。 
General understanding the rules of interventions and learning from specific cases. 
事前準備として、⾃国あるいは⾃分たちにとっての優先事項を決めて譲歩の線引きを明確に
しておくこと。可能な範囲でファクトベースの理由づけを⼿元に⽤意しておくこと。 
⾃国の国益と国際益を考える。⾃国の⽴場をしっかり把握した上で、意⾒が対⽴しそうな国
とどこまで妥協できるかのオプションを幾つか持っておくことが⼤事。2 国間協議で打ち合
わせたことが、ワーキンググループ中にどんどん変わるので、その時どれくらい義理⽴てで
きるか難しいと思った。 
国際会議における事前準備の重要性に加え、⾃国のポジションを⼗分に理解（国内関係者が
同じ理解・⽅向性であることをまず⼗分合意確認すること）した上で、相⼿国との関係性や
敬意にも⼗分配慮しながら介⼊していくことの重要性と難しさを感じました。国際会議の現
場における柔軟な思考と交渉⼒、会議以外の場を有効活⽤した相⼿国関係者との信頼関係の
構築、情報収集⼒などの重要性も強く感じました。 
コーヒーブレイク等の議場外で他国担当者とのコミュニケーションを通じて信頼関係を築い
ておき、ルールとお作法を熟知した上で、エビデンスにもとづく発⾔をする。 
本ワークショップでは、⼀般的なネゴシエーションのスキル、国際機関における意思決定、
多国間⽂書作成におけるスキルの 3点のスキル向上ができた。 
他国をよく知ること、⾃国の最低限のラインを⾃覚すること。 
Be concise, begin with conclusion first, reason after.  
⾃国の⽴場を理解すること。 
実際の現在の業務で⾏っていることに⾮常に役に⽴つワークショップでした。他の国をどう
動かすか、⾃分の⽴場を守りつつどう妥協点を⾒いだし懸隔点を解決していくかを学べまし
た。 
まず相⼿国についていかに理解する姿勢を⽰すかという点が重要であると思った。同時に、
より良い関係性の構築にも向けてコミュニケーションの機会を最⼤限活⽤することが不可⽋
であり、関⼼事項や⽴場への理解も踏まえた交渉術を⾝に着けることが必要であると感じた。 
国益でなく俯瞰的な視点を持ち、根拠をもとに短く的を得た発⾔をするために、コーヒーブ
レイク等を活⽤した他国との意⾒交換や根回し、相当な準備が必要であると感じました。 
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表 6．ワークショップ全体に関するコメント（⾃由回答）
コメント（⾃由回答） 

とても有意義で実践的なワークショップだと思いました。 
このたびは、⾮常に学びの多い充実した実践的なワークショップを開催いただき、誠にあり
がとうございました。講師の先⽣⽅やファシリテーターの皆さまから、テクニカルな側⾯で
のご助⾔をいただきながら、実際の国際会議を疑似体験する貴重な機会をいただき、⼤変勉
強になりました。 
⼤変貴重な経験をさせていただきありがとうございました。講義とロールプレイのバランス
がよく、楽しく学ばせていただきました。ロールプレイでは Federation of Columbia という
⾮常に難しい役で、⾃分たちの想いとは異なる介⼊をすることに⼾惑いましたが、ロジカル
な発⾔をすることを意識して取り組めたかと思います。講師、ファシリテーター、事務局の
先⽣⽅皆さまに感謝いたします。 
参加機会を与えていただいたこと、そして準備や運営が⾮常にスムーズであったことに⼼か
ら感謝しております。 セッションの内容は、極めて現実に即しており、⼤変興味深く充実し
たものでした。特に、講演者の⽅々の話は⾮常に有益な情報を提供していただきました。そ
の上、参加者同⼠の交流も活発であり、新たなつながりを作ることができました。 さらに、
会場の設備やスタッフの⽅々の対応も素晴らしく、快適な環境でイベントを楽しむことがで
きました。おかげで、⼼から充実した時間を過ごすことができました。 このような機会を与
えていただき、本当にありがとうございました。今後もこのような素晴らしいイベントが開
催されることを願っております。 
とても実践的で、先⽣⽅や参加している⽅から多くの学びがありました。貴重な機会をいた
だきありがとうございました。 
実際の会議のビデオとその解説が⾮常にイメージしやすくて良かった。⾔葉のチョイスや組
み⽴ても具体的で⾮常に良かった。参加して⼤正解だった。 
全体的には、限られた時間ではあったが、講義や演習も含めて⼤変満⾜できる内容であった。
実際の状況を想定し、想定外のことが起こる可能性にも触れていただけたことで、どのよう
な対応が段階的に必要となるかイメージができ⼤変有意義な機会をいただけたと思う。 
⾮常に貴重な機会をいただきありがとうございました。ネットワーク構築もでき、多くの刺
激を受けました。 
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■Speakers and Resource persons list 
 
Prof. Hiroki Nakatani 中⾕ ⽐呂樹（⽇本） 
Director, Human Resource Strategy Center for Global Health (HRC-GH),  
National Center for Global Health and Medicine (NCGM) 
国⽴国際医療研究センター グローバルヘルス⼈材戦略センター(HRC-GH) センター⻑ 

Dr. Saki Nakamura 中村 早希（⽇本） 
Deputy Director, Maternal and Child Health Division, Child Development Bureau, 
Children and Families Agency, the Government of Japan 
こども家庭庁成育局⺟⼦保健課 課⻑補佐 

Dr. Haruka Sakamoto 坂元 晴⾹（⽇本） 
Visiting Associate professor, Graduate School of Public Health,  
St. Lukeʼs International University 
聖路加国際⼤学⼤学院公衆衛⽣学研究科 客員准教授 

Prof. Kensuke Nakajima  中嶋 建介（⽇本） 
Professor, National Research Center for the Control and Prevention of Infectious Diseases, 
Nagasaki University 
⻑崎⼤学 ⾼度感染症研究センター 教授 

Dr. Satoshi Ezoe  江副 聡 （⽇本） 
Deputy Assistant Minister for Global Health, Ministry of Health, Labour and Welfare, 
厚⽣労働省 ⼤⾂官房国際課 国際保健戦略管理官 

Dr. Suwit Wibulpolprasert （タイ） 
Vice Chair, International Health Policy Program Foundation (IHPF),  
Health Intervention and Technology Assessment Foundation (HITAF),  
International Health Policy Program (IHPP Thailand), Ministry of Public Health, Thailand  

Mr. Charlie Garnjana-Goonchorn （タイ） 
Ministry of Foreign Affairs, Thailand 

Prof. Kazuaki Miyagishima 宮城島 ⼀明（フランス） 
Visiting Professor, Institute of Tropical Medicine, Nagasaki University, Japan 
⻑崎⼤学 熱帯医学研究所 客員教授 
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Prof. Hiroyasu Iso  磯 博康 （⽇本） 
Director, Institute for Global Health Policy Research (iGHP), Bureau of International Health 
Cooperation, National Center for Global Health and Medicine (NCGM) 
国⽴国際医療研究センター国際医療協⼒局グローバルヘルス政策研究センターセンター⻑ 

Dr. Tamami Umeda 梅⽥ 珠実（⽇本） 
Visiting researcher, Institute for Global Health Policy Research (iGHP), Bureau of International 
Health Cooperation, National Center for Global Health and Medicine (NCGM) 
国⽴国際医療研究センター 国際医療協⼒局グローバルヘルス政策研究センター 客員研究員 

Dr. Eiko Saito 齋藤 英⼦（⽇本） 
Associate Professor, Graduate School of Frontier Sciences, The University of Tokyo 
東京⼤学⼤学院新領域創成科学研究科 准教授 

Dr. Mami Wakabayashi 若林 真美（⽇本） 
Coordinator, Department of Overseas and Engagement, Associate Professor,  
Kyushu University Institute for Asian and Oceanian Studies 
九州⼤学アジア・オセアニア研究教育機構 海外実装部⾨ 准教授（コーディネーター） 

Dr. Hiromi Obara  ⼩原 ひろみ（⽇本） 
Director, Division of Global Health Policy and Research, Department of Health Planning and 
Management, Bureau of International Health Cooperation, National Center for Global Health 
and Medicine (NCGM) 
国⽴国際医療研究センター 国際医療協⼒局 運営企画部 保健医療開発課 課⻑ 

Dr. Hiroyuki Kiyohara 清原 宏之（⽇本） 
D.D.S., Division of Global Health Policy and Research, Department of Health Planning and 
Management, Bureau of International Health Cooperation, National Center for Global Health 
and Medicine (NCGM) 
国⽴国際医療研究センター 国際医療協⼒局 運営企画部 保健医療開発課 ⻭科医師 

Dr. Mariko Hosozawa 細澤 ⿇⾥⼦（⽇本） 
Senior Researcher, Department of Global Health Metrics and Evaluation, Institute for Global 
Health Policy Research (iGHP), Bureau of International Health Cooperation, National Center 
for Global Health and Medicine (NCGM) 
国⽴国際医療研究センター 国際医療協⼒局グローバルヘルス政策研究センター 主任研究員 


